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岐阜大学生命科学総合研究支援センター動物実験施設の紹介 











   The facilities of laboratory animal within the Division of Animal Experiments, Life Science 
Research Center, Gifu University was established in April 2005. In order to gain reliable data 
from animal experiments, it is vital that the subjects' environment be stable and 
well-controlled. In addition, the safety impact to humans and bioethical rules must be 
considered when conducting animal experiments. We provide both the facilities necessary for 
such experiments as well as comprehensive support in the form of experiment program 
































































































図 2 医学部生命科学棟平面図 
図 3 個別換気型ケージングシステム 














































































































































































































































































図 11 3 階洗浄滅菌室のオートクレーブ
図 9 BSL2 対応実験室のアイソレーション
ボックス 
図 10 BSL3 対応実験室のグローブボックス
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を１箇所に集約するタイプも検討されたが、物
品を運搬する専用の昇降機が設置できなかっ
たこともあり、このようなスタイルとなった。 
各階が独立して運用されているため、三つの独
立した動物実験施設が１つの建物に入居して
いるような形となっている。ただし、オートク
レーブや洗浄装置など機器の故障などがあっ
た場合は、異なるフロアの洗浄滅菌室を使用す
ることになっている。その際は、ケージや金網
などを収容した大型のワゴンの外側をビニル
シートなどでラッピングし、一般のエレベータ
を使用して、異なるフロアに運んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【最後に】 
 医学部が旧校舎である司町にあった時は、敷
地面積が狭いこともあり、医学部附属動物実験
施設は専用の建物を持っていなかった。柳戸キ
ャンパスに移転の際に新築された現在の動物
実験施設は、岐阜大学に初めてできた中央集約
型の大型動物実験施設であり共同利用施設で
ある。この施設は、当大学における生命科学研
究に貢献することを期待されている。 
 
図 12 ビニルアイソレータを用いたクリー
ナップ作業 
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